
平成 23 年 12 月 1 日 き ず な 4

再生紙を使用しています。
環境に優しい大豆油インキを使用しています。

　 月 火 水 木 金 土

内
　
　
　
　
科

内 科（ 一 般 ）
初 診

岡田光代
芹澤由樹子

東方壮男 
鈴木彩子

川上裕隆
塩月記代

岡田光代 ( 第 1 のみ）
平野　桂 (第2･4のみ）
川上裕隆（第 3･5 のみ）

芹澤由樹子

早野敏英 
鈴木彩子 （輪　番）

内 科（ 一 般 ）
再 診

（予約制）

川上裕隆
東方壮男
林田研介

塩月記代（9時～10時）

川上裕隆
岡田光代
林田研介

小林信光（信大）

早野敏英
東方壮男
林田研介

早野敏英

中川真一（予約）
（9時30分～11時）

川上裕隆
林田研介

塩月記代 ( 予約 )
（午後から診療 )

早野敏英 
岡田光代

循 環 器 内 科 東方壮男 池田宇一（信大） 東方壮男 阿部直之（信大） 東方壮男

呼 吸 器 内 科 岡田光代 小林信光（信大） 花岡正幸（信大） 
（第 1･3･5 のみ）

藤本圭作（信大）
（第 1 のみ）

神 経 内 科
中川真一

（9時30分～10時30分）
（受付10 時まで）

鈴木彩子
中川真一

（9時30分～10時30分）
（受付10 時まで）

林田研介 鈴木彩子 林田研介

腎 臓 内 科 芹澤由樹子 芹澤由樹子（予約）
（午後から診療）

芹澤由樹子
上條祐司(信大)

専
門
診
療

消 化 器 新井 薫（予約）
（午後から診療）

肝 臓 城下　智(信大)
リウマチ・膠原病 信　　大
在 宅 支 援 薛孝太郎

精
神
科
・
心
療
内
科

精 神 科
心 療 内 科

（ 予 約 制 ）

村田志保
中村伸治
古田　康
樋端佑樹
中村敏範
古屋昌宏

鬼頭　恆（信大）

中村伸治
古田　康（第 2･4･5 のみ）
樋端佑樹（第 2・4 のみ）
古屋昌宏（第 1・3・5 のみ）

村田志保
中村伸治
古田　康
樋端佑樹
中村敏範

衛藤高明（第 1・3・4・5 のみ）

中村伸治（第 1・3 のみ）
長村哲周
樋端佑樹

中村敏範（第 2・4・5 のみ）
古屋昌宏

村田志保
中村伸治
古田　康
中村敏範
古屋昌宏

中村伸治
古田　康 
樋端佑樹

認 知 症 診 療 薛孝太郎 交代制

小 児 科

午
前

信　　大 
原　敏博

保刈　健 
（原　敏博）

原　敏博 
（保刈　健）

保刈　健 
（原　敏博） 原敏博 又は 保刈健 信　　大 

（原敏博 又は 保刈健）
午
後特殊診療（予約） 乳児検診（予約） 慢性疾患（予約）慢性疾患（予約）

外  

科

一 般 外 科 佐藤敏行 佐藤敏行 佐藤敏行 久保直樹 久保直樹 久保直樹

専 門 診 療 信　大（乳腺） 
（完全予約制） 信　大（甲状腺）

呼 吸 器 外 科 花岡孝臣 花岡孝臣 花岡孝臣
形 成 外 科

（受付15時30 分まで）
柴　將人（信大）

（13時から診療）

整
形
外
科

新 患 受 付
（受付10 時 30 分まで）

大場悠己 
（受付9時30分まで） 二木俊匡 柴田俊一 王子嘉人 （輪　番）

( 診療開始 9 時 30 分から ) （輪　番）

予 約
最上祐二
王子嘉人
柴田俊一

谷川浩隆
柴田俊一 
大場悠己

高橋　淳（信大）

最上祐二
王子嘉人
二木俊匡

谷川浩隆
二木俊匡
大場悠己

谷川浩隆
最上祐二

畑　幸彦（信大）

皮 膚 科 河内繁雄
中村謙太

河内繁雄
中村謙太

河内繁雄
中村謙太 河内繁雄

中村謙太
河内繁雄
中村謙太

河内繁雄
中村謙太こども診療（15時～17時）

初診（当日）受付16:30 まで

泌 尿 器 科 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹 平林直樹
産 婦 人 科 信　大（予約） 曽根原衛雄 信　　大

眼 科 太田いづみ 今井玲子 太田いづみ・今井玲子
（午後コンタクトレンズ 要予約）

太田いづみ 
（受付10時まで） 今井玲子

耳 鼻 咽 喉 科
（受付 16 時まで）

信　　大 
（14 時から診療）

信　　大 
（14時から診療） 

（第2・4土曜の前日のみ）
信　　大

放 射 線 科 信　　大 　 　
麻 酔 科 

（受付 11 時まで） 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀 松本正紀

リハビリテーション科 二木俊匡 最上祐二
王子嘉人

谷川浩隆
大場悠己 中川真一 柴田俊一

歯 科 口 腔 外 科 中嶌　哲
大久保雅基

手 術 日
（急患対応は要相談）

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

中嶌　哲
大久保雅基

担 当 医 表 平成23年12月
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骨
粗
鬆
症
の
あ
る
方
が
な
い
方
と
比

較
し
受
傷
し
や
す
い
骨
折
は
、
橈
骨
遠

位
端
骨
折
・
脊
椎
圧
迫
骨
折
・
大
腿
骨

頚
部
骨
折
で
す
。
橈
骨
遠
位
端
骨
折
は

転
倒
し
手
を
突
い
た
時
に
手
首
の
親
指

側
の
骨
が
折
れ
た
状
態
、
大
腿
骨
頚
部

骨
折
は
転
倒
時
股
関
節
周
囲
を
ぶ
つ
け

た
と
き
に
大
腿
骨
の
付
け
根
が
折
れ
た

状
態
、
脊
椎
圧
迫
骨
折
は
転
倒
時
に
背

中
を
ぶ
つ
け
た
と
き
に
背
骨
が
押
し
つ

ぶ
さ
れ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら

を
受
傷
し
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
転
倒

を
予
防
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
に
予
防
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
？
歩
き
方
・
靴
・
服
・
体

操
の
順
に
述
べ
ま
す
。

◆
歩
き
方

①�

歩
幅
は
小
さ
く
：
大
き
な
歩
幅
は
重

心
移
動
が
大
き
く
転
倒
す
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

②�

重
心
を
前
に
お
き
、
出
来
る
だ
け

足
の
裏
全
体
を
路
面
に
つ
け
る
気

持
ち
で
歩
く
：
す
り
足
は
か
え
っ

て
つ
ま
ず
き
や
す
い
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

③�

急
が
ず
焦
ら
ず
余
裕
を
も
っ
て
歩
く

④�

歩
き
始
め
や
歩
く
速
度
を
変
え
る
と

き
は
よ
り
一
層
注
意
す
る
。

◆
靴

①�

い
わ
ゆ
る
「
冬
靴
」
を
履
く
：
滑

ら
な
い
・
濡
れ
な
い
・
暖
か
い
も

の
が
お
勧
め
で
す
。

②�

溝
の
深
い
柔
ら
か
い
ゴ
ム
底
の
靴

底
を
選
ぶ
。

◆
服

①�

転
倒
時
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
衣
服

を
着
用
す
る
：
帽
子
・
手
袋
の
着
用

も
忘
れ
ず
に
。

②�

濡
れ
に
く
い
撥
水
性
の
あ
る
素
材

を
選
ぶ
。

③�
擦
り
む
か
な
い
よ
う
肌
を
被
う
衣
服

を
着
用
す
る
。

◆
転
倒
予
防
：
歩
行
を
始
め
る
前
に

①�

腰
を
ほ
ぐ
す
。

②��

背
筋
を
伸
ば
し
て
柔
軟
に
す
る
。

③�

爪
先
立
ち
で
脚
力
を
強
化
す
る
。

④�

片
足
立
ち
で
脚
力
と
バ
ラ
ン
ス
を

強
化
す
る
。

以
上
の
こ
と
は
長
年
生
活
し
て
こ

ら
れ
た
方
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
再
確
認
の
意
味

を
こ
め
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

骨
粗
鬆
症
の
治
療
は
新
薬
の
開
発

に
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特

短
時
間
の
注
意
が
怪
我
を
未
然
に
防
ぎ

ま
す
。
ま
さ
に「
注
意
１
秒
、怪
我
一
生
」

で
す
。

◆
滑
る
前
の
対
策

①�

体
調
を
整
え
る
。

②�

準
備
運
動
を
行
う
：
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
。

③�

コ
ー
ス
選
択
：
技
量
に
見
合
っ
た

コ
ー
ス
を
選
択
す
る
。
滑
走
禁
止
区

域
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。

④�

用
具
の
点
検
。

⑤�

服
装
を
整
え
る
：
帽
子
・
手
袋
は
必

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
滑
る
際
の
対
策

①�

周
り
の
人
の
動
き
を
確
認
す
る
：
特

に
後
方
。

②�

視
野
を
広
く
保
つ
。

③�

無
理
な
追
越
を
し
な
い
。

④�

停
止
す
る
と
き
は
、
他
人
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
る
。

◆�

不
幸
に
し
て
怪
我
を
し
て
し
ま
っ

た
と
き
：
病
院
受
診
前
に
出
来
る

応
急
処
置

①�R
est

（
安
静
）：
怪
我
を
し
た
部

分
を
安
静
に
保
つ
。

②�Icing

（
冷
却
）：
患
部
を
冷
や
す
。

③�C
om
pression

（
圧
迫
）：
患
部

を
圧
迫
す
る
。

④�Elevation

（
挙
上
）：
患
部
を
心

臓
の
位
置
よ
り
高
く
す
る
。

ス
キ
ー
場
の
統
計
で
は
延
べ
４
時

間
以
上
滑
走
し
た
人
に
受
傷
が
多
く
、

11
～
12
時
と
14
～
15
時
に
ピ
ー
ク
が

あ
り
疲
労
が
怪
我
に
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

適
度
の
休
憩
・
事
前
の
準
備
な
ど
自

分
で
出
来
る
対
策
を
し
っ
か
り
行
い
、

安
全
に
楽
し
く
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
は
じ
め
に
】

冬
季
外
傷
と
聞
く
と
、
ス
キ
ー
・
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
代
表
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
高

齢
者
の
骨
折
で
す
。
季
節
を
問
わ
ず
発

生
し
ま
す
が
、
積
雪
・
凍
結
路
面
な
ど

の
悪
条
件
が
重
な
り
冬
季
に
増
え
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
ま
ず
高
齢
者
の
骨
折
の
一
般

的
な
予
防
法
を
述
べ
た
後
、
ス
ポ
ー
ツ

外
傷
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

【
高
齢
者
の
骨
折
】

骨
も
生
き
物
で
す
か
ら
日
々
骨
吸

収
と
骨
形
成
に
よ
る
新
陳
代
謝
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
吸
収
と
形
成

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
吸
収
が
増
加

し
た
り
形
成
が
減
少
し
た
状
態
が
骨

粗
鬆
症
で
す
。
原
因
は
様
々
で
す
が
、

最
も
多
い
の
は
退
行
期
骨
粗
鬆
症
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
閉
経
後
の
女
性
や

高
齢
者
に
見
ら
れ
ま
す
。

冬
季
外
傷
に
つ
い
て

に
60
歳
以
上
の
方
は
、「
私
は
ま
だ
大

丈
夫
。」
と
思
わ
ず
、
ご
自
分
の
健
康

管
理
の
た
め
に
１
年
に
１
度
は
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
、
そ
の
折
に
骨
密

度
の
検
査
を
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
】

日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
連
合
会
の
集

計
に
よ
る
と
、
わ
ず
か
１
シ
ー
ズ
ン
で

１
０
９
例
（
頭
蓋
骨
骨
折
26
例
、
急
性

硬
膜
外
血
腫
９
例
、
急
性
硬
膜
化
出
血

45
例
、
脳
実
質
の
損
傷
24
例
、
慢
性
硬

膜
下
血
腫
12
例
）
の
脳
損
傷
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
椎
骨
脊
髄
損
傷
な
ど
整

形
外
科
で
取
り
扱
わ
れ
た
数
は
も
っ
と

大
き
い
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
外
傷
患
者

の
多
く
が
20
代
と
若
年
層
を
し
め
る
こ

と
、
さ
ら
に
事
故
の
き
っ
か
け
が
ア
イ

ス
バ
ー
ン
で
の
転
倒
や
ジ
ャ
ン
プ
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
ス
キ
ー
と
は
や
や
異

な
っ
た
特
長
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ス
キ
ー
は
各
種
の
装
具
も
揃
い
、
技
術

指
導
や
準
備
運
動
の
必
要
性
な
ど
も
長

年
の
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
歴

史
も
あ
り
ま
す
。
一
方
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
ま
っ
た
く
の
初
心
者
で
も
広
い
ボ
ー

ド
の
上
に
両
足
で
立
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を

と
れ
ば
滑
走
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
安

易
に
そ
し
て
十
分
な
指
導
な
く
し
て
気

安
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
、
そ
こ
に
大
き
な
差
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
四
肢
麻
痺
、
最
悪

の
場
合
死
亡
に
至
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
健
全
な
楽
し
め
る

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
育
つ
た
め
に
は

ボ
ー
ダ
ー
の
意
識
改
善
や
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
場
の
安
全
管
理
の
方
策
を
至
急
立
て

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
自

分
で
出
来
る
対
策
を
し
っ
か
り
立
て
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
自
分
で
出
来
る
対
策
と
は
？

整
形
外
科
医
師
　
王
子
　
嘉
人



平成 23 年 12 月 1 日 き ず な 2

な
る
）、
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
慣
れ

て
い
な
い
人
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲

み
方
・
酔
い
方
が
わ
か
っ
て
い
な

い
人
が
、
大
量
の
お
酒
を
短
時
間

に
飲
む
こ
と
で
急
性
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
防
ぐ

た
め
に
は

①�

自
分
の
飲
酒
で
き
る
量
を
把
握

し
、
ゆ
っ
く
り
飲
酒
す
る
こ
と
。

②�

自
ら
一
気
飲
み
す
る
こ
と
や
、
周

囲
に
一
気
飲
み
を
強
要
す
る
こ
と

は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

特
に
、
一
気
飲
み
を
強
要
し
た

り
、
一
気
飲
み
を
止
め
た
り
せ
ず
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
亡
く

な
っ
た
場
合
は
、
刑
事
罰
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
意
識
が

な
い
、
激
し
い
嘔
吐
が
あ
る
、
呼

吸
が
弱
い
、
失
禁
が
あ
れ
ば
、
速

や
か
に
受
診
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
に
よ
る

救
急
搬
送
は
12
月
が
特
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た

ペ
ー
ス
と
量
で
、
楽
し
く
健
康
的

に
飲
酒
し
ま
し
ょ
う
。

精
神
科
医
師
　
中
村
　
敏
範

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て

は
忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正

月
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
、
お
酒

を
飲
む
量
が
増
え
る
季
節
で
す
。

楽
し
い
周
り
の
雰
囲
気
に
つ
ら
れ

て
い
つ
も
よ
り
大
量
の
お
酒
を
飲

ん
だ
り
、
促
さ
れ
て
無
茶
な
一
気

飲
み
を
す
る
と
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
、
場
が

騒
然
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
緊
急

的
な
治
療
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
危

険
で
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
は
血
中

濃
度
で
0
・

15
％
以
上
で
起
こ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
0.4
％
以
上
は
生

命
の
危
険
を
伴
い
ま
す
。
人
に
よ
っ

て
は
短
時
間
に
日
本
酒
5
合
ま
た

は
ビ
ン
ビ
ー
ル
中
ビ
ン
5
本
以
上

飲
ん
だ
場
合
に
0.4
％
を
超
え
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
症
状

は
意
識
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
と

も
に
、
激
し
い
嘔
吐
、
低
体
温
、

血
圧
低
下
、
頻
脈
、
呼
吸
数
減
少
、

尿
・
便
失
禁
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
状
態
で
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル

の
血
中
濃
度
が
上
が
る
と
、
昏
睡

か
ら
死
に
至
り
ま
す
。
ま
た
、
吐

物
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
て
窒
息
で

死
亡
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
の
遅

い
人
（
お
酒
を
飲
む
と
顔
が
赤
く

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
に
注
意

で
表
明
し
ま
し
た
。
T
P
P
問
題

は
、
た
だ
単
に
農
業
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
、
金
融・経
済
は
も
と
よ
り
、

医
療
に
も
大
き
く
関
わ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
の
将
来
に

何
を
も
た
ら
す
の
か
が
未
だ
予
測

つ
か
な
い
こ
と
で
、
日
本
中
に
大

き
な
不
安
の
渦
を
巻
き
起
こ
し
て

い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
更
に
日
本

経
済
か
ら
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、

急
速
に
加
速
す
る
円
高
、
E
U
の

景
気
低
迷
、
ア
メ
リ
カ
経
済
の
混

迷
、
新
た
な
米
中
関
係
な
ど
、
そ

の
問
題
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。

世
界
経
済
の
大
き
な
変
貌
の
中

で
、
日
本
の
国
家
財
政
の
締
め
付

け
が
進
ん
だ
場
合
、
当
然
、
医
療

業
界
で
も
、
医
療
費
予
算
圧
縮
に

益
々
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
す
で
に
医
療

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
深
刻
な
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
医
師
不
足
、
看
護
師

不
足
、
地
域
医
療
の
崩
壊
、
診
療
科

の
偏
在
な
ど
、
ど
れ
も
当
院
に
と
っ

て
も
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
医

療
の
質
の
向
上
と
、
適
切
な
医
療
体

制
を
求
め
、
私
た
ち
は
で
き
る
最

大
の
努
力
を
持
っ
て
、
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、次
期
の
医
療
制
度
改
定
を
控
え
、

な
お
、
そ
の
厳
し
さ
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

特
に
当
院
は
、
平
成
20
年
度
か

ら
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
病
院

再
構
築
」
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

病
棟
の
老
朽
化
が
地
域
の
皆
様
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
、
大
震
災
の
あ
と
、
耐
震
構
造

評
価
の
再
検
討
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
。
地
震
に
対
す
る
備
え
と
い

う
点
に
お
い
て
も
、
病
棟
の
建
て

替
え
は
急
務
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
診

療
内
容
を
備
え
た
病
院
の
再
構
築

が
必
要
で
す
。
高
齢
者
医
療
を
ど

う
展
開
す
る
か
、
急
性
期
・
慢
性

期
医
療
を
ど
う
充
実
さ
せ
る
の
か
、

今
私
た
ち
は
青
写
真
を
描
い
て
い

る
最
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
、

地
域
の
皆
様
と
議
論
・
検
討
を
積

み
重
ね
な
が
ら
「
安
曇
総
合
病
院

の
将
来
の
姿
」
を
具
現
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

地
域
の
中
核
病
院
の
責
務
は
重

く
、
病
院
再
構
築
は
大
事
業
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力

を
え
て
、
必
ず
実
現
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

3
月
に
起
き
た
大
地
震
と
大
津

波
は
、
多
く
の
命
を
失
う
未
曾
有

の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
直
後

か
ら
医
療
現
場
は
総
力
を
挙
げ
支

援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
当

院
か
ら
も
９
チ
ー
ム
を
現
場
に
派

遣
し
、
医
療
支
援
活
動
に
協
力
し

て
参
り
ま
し
た
。

時
間
の
経
過
と
と
も
に
震
災
の

被
害
は
そ
の
内
容
を
変
え
、
日
本

中
に
広
が
っ
て
お
り
、「
未
だ
先
の

見
え
な
い
復
興
に
向
け
た
努
力
」

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
福
島
原
発
事
故
は
、
放
射
線
漏

れ
の
規
模
や
程
度
に
お
い
て
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
に
次
ぐ
大
事
故
と
し

て
、
世
界
的
に
注
目
を
さ
れ
る
事

態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
後
、

医
療
・
科
学
の
分
野
で
も
放
射
線

汚
染
に
関
し
た
情
報
分
析
や
人
体

に
対
す
る
影
響
を
把
握
し
て
い
く

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
T
P
P
交
渉
参
加
問

題
が
こ
こ
へ
き
て
に
わ
か
に
浮
上

し
、
野
田
政
権
は
「
参
加
に
向
け

た
協
議
に
入
る
」
と
エ
イ
ペ
ッ
ク

一
年
の
締
め
く
く
り

事
務
長
　
平
林
　
幹
張
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安
曇
総
合
病
院
理
念

　
お
よ
び
基
本
方
針

〈
理
　
念
〉

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
健

康
を
守
る
た
め
、
親
切
で
安
全
な

医
療
活
動
に
つ
と
め
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
病
院
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

〈
基
本
方
針
〉

① 

医
の
倫
理
を
守
り
全
て
の
患
者
さ
ん

の
権
利
を
尊
重
し
、
平
等
で
安
全
な
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

② 

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
緊
急
医
療
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す

③ 

地
域
医
療
機
関
と
連
携
し
、
在
宅
医
療

を
支
援
し
ま
す

④ 

J
A
厚
生
事
業
を
推
進
し
、
保
健
予
防

活
動
を
通
じ
て
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
に

貢
献
し
ま
す

⑤ 

臨
床
研
修
に
取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
る

医
療
人
の
教
育
育
成
に
つ
と
め
ま
す

⑥ 

文
化
・
研
究
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す

当
院
は
2
0
0
4
年
に
厚
生
労
働
省

か
ら
臨
床
研
修
指
定
病
院
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す

　
安
曇
総
合
病
院
臨
床
研
修
理
念

1
、
医
師
と
し
て
基
本
的
な
診
療
能
力 

　
（
態
度
・
技
能
・
知
識
）
を
身
に
つ

　
　
け
、
広
い
視
野
で
医
療
が
で
き
る
こ

　
　
と
を
目
標
と
す
る
。

2
、 

患
者
に
対
し
誠
意
を
持
ち
心
の
通
っ

た
診
察
が
で
き
る
医
師
を
育
成
し
、

医
学
の
進
歩
と
地
域
医
療
の
発
展
に

貢
献
す
る
。

編
集
後
記

気
が
つ
け
ば
も
う
一
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
一
年

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
あ
と
も
う
少

し
、
体
調
を
崩
さ
な
い
で
乗
り
切
り

た
い
で
す
ね
。（
A
・
K
）

地
域
住
民
の
た
め
の
健
康
公
開
講
座

が
11
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
疾
病
に

つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
提
供
し
、
ま

た
当
院
が
ど
ん
な
領
域
に
力
を
入
れ
て

診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
毎
月
１
回
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

16
回
目
と
な
る
今
回
は
、「
知
っ
て

防
ご
う
！
新
し
い
（
新
興
）
呼
吸
器
感

染
症
と
ぶ
り
返
す
（
再
興
）
呼
吸
器
感

染
症
」
と
題
し
ま
し
て
、
信
州
大
学
内

科
学
第
一
講
座
教
授 

久
保 

惠
嗣 

先
生

か
ら
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
90
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
・
ア
ズ
ミ

▼�

�12
月
14
日
（
水
）　
地
域
住
民
の
た

め
の
健
康
公
開
講
座
が
行
な
わ
れ

る
予
定
で
す
。

▼�

12
月
19
日
（
月
）　
安
曇
総
合
病
院

音
楽
部
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
が
外
来
棟
1
階
ホ
ー
ル
で

18
時
30
分
か
ら
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
。

▼��

1
月
1
日
（
日
）　
休
日
緊
急
当
番

医
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

公
開
講
座
通
信

…次回予定…
第 17 回地域住民のための健康公開講座

日　時 12 月 14 日 ( 水 )
外来棟１F ホール　18 時から

テーマ 「肺がん～早期発見と早期治療～」

講　師
安曇総合病院 

外科統括部長・呼吸器外科部長
花岡　孝臣　先生

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

休
診
日
の
お
知
ら
せ

　12月　平成24年1月 ■
で
囲
っ
て
あ
る
日
に
ち
が

全
科
休
診
日
で
す

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　
齋
門
　
良
紀

私
の
両
親
は
、
登
山
や
ス
キ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
が
趣
味
で
、
休
日
に

な
る
と
よ
く
家
族
で
山
に
遊
び
に
出

か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
幼
い

頃
は
自
然
の
中
で
遊
べ
る
事
に
特
に

珍
し
さ
も
感
じ
ず
、
登
山
に
関
し
て

は
長
時
間
歩
く
の
が
辛
く
、
あ
ま
り

好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
学
進
学
を
き
っ
か
け
に
長
野

県
に
来
ま
し
た
が
、
長
野
県
の
特

色
は
や
は
り
豊
か
な
自
然
で
あ
り
、

県
外
か
ら
も
そ
れ
を
求
め
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
様

な
地
に
身
を
お
く
と
、
自
然
に
、

昔
両
親
に
連
れ
て
行
っ
て
貰
っ
て

い
た
よ
う
に
、
山
に
遊
び
に
行
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昔
は
辛
い

も
の
と
感
じ
て
い
た
登
山
も
、
改

め
て
行
っ
て
み
る
と
現
実
か
ら
離

れ
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
大
北
の
地
域
医
療
を
担

う
当
院
に
就
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
休
日
に
は
、
こ
の
大
北
地
域
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
休
暇
を
楽
し

み
、
地
域
の
中
に
入
ら
せ
て
頂
き
、

馴
染
む
事
が
出
来
た
ら
と
思
い
ま

す
。
私
の
周
り
を

取
り
巻
く
自
然
・

人
に
感
謝
し
、
地

域
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ひ 

と 

り 

ご 

と


